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研究成果の概要（和文）：研究1では、自閉スペクトラム症(ASD)者のパーソナルスペースについての研究を行い、ASD
者は他者に対して及び人ではない物に対して取る距離が定型発達者よりも短いという結果が得られた。また、ASD者も
定型発達者も他者とアイコンタクトがある時にそうでない時よりも対人距離を長く取る傾向が見られた。研究2では、A
SD者のボディイメージについての研究を行い、ASD者も定型発達者も自分の肩幅を実際の大きさよりも大きく見積もる
が、その傾向はASD者で大きいことが分かった。

研究成果の概要（英文）：In research 1, we examined personal space in individuals with autism spectrum 
disorder (ASD). We found that individuals with ASD showed shorter preferred distance both from other 
people and objects than typically developing (TD) individuals. In addition, both individuals with ASD and 
TD individuals preferred larger interpersonal distance when eye contact was established than when it was 
not, in the case of another person approaching them. In research 2, we examined body image in individuals 
with ASD. We found that both individuals with ASD and TD individuals estimated their shoulder size wider 
than the actual size, but the tendency is clearer in individuals with ASD than TD individuals.

研究分野： 発達心理学
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１．研究開始当初の背景 

 自閉スペクトラム症(ASD)は、社会性・コ
ミュニケーションの困難、パターン化された
行動を繰り返すなどの行動上の問題を伴う
発達障害である。これまで、他者の心的状態
を推測する心の理論の障害説(Baron-Cohen et 

al., 1985)など多くの研究者が社会性・コミュ
ニケーションの困難について研究してきた。
しかし、近年、これまで積み上げられてきた
そのような専門領域以外の点で、ASD 者が
困難を抱えることを ASD を持った本人の手
記が明らかにしている。例えば、ニキ・藤家
(2004)では、ASD を持つ当事者が自分の背中
の感覚が上手く感じられなくなることや、服
に隠れている自分の身体領域の存在が感じ
にくくなるという報告がある。このような
ASD 者が持つと想定される特異な身体性は
コミュニケーションの重要な側面に関連す
る可能性がある。つまり、自分の体を起点と
してパートナーがどのくらいの位置にいた
場合コミュニケーションをとるべきか、また、
人と関わるのに心地よい距離はどの程度か
を決定する時に、この問題が関連する可能性
があり、それは社会性やコミュニケーション
の前提となるはずである。ASD のパーソナ
ルスペースやボディイメージの問題は、その
学術的・教育的重要性に比して研究が進んで
おらず、今後の研究が必要な分野である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、ASD 者における社会コミ
ュニケーションの特性の前提となるであろ
うパーソナルスペースやボディイメージに
ついて研究することである。 

パーソナルスペースの研究では、自分と他
者・物体との間の適切であると考える距離に
ついて調べた。特に、ASD 者と定型発達者と
の間で適切であると考える対人距離が異な
るかを調べた。加えて、ASD 者が他者とのア
イコンタクトの有無に応じて適切であると
考える対人距離に違いが見られるか、また、
相対する対象が人と物の場合で、自身との間
に取る距離の違いに特徴（対人距離と対物距
離の特徴）が見られるかを調べた。 

ボディイメージの研究では、ASD 者に自身
の肩幅の推定を行ってもらうことにより、実
際の肩幅と参加者がイメージしている自身
の肩幅との差を調べた。特に、ASD 者と定型
発達者との間で実際の肩幅とイメージの肩
幅との違いに差が見られるかを調べた。 

 

３．研究の方法 

研究 1: パーソナルスペース 

参加者は、実験者または対象物（実験者と
似た服をかけたコート掛け）から 6m 離れて
立ち、対象と「どれくらい近くだといやか」
を以下の条件で判断した。また、実験者接近
条件と参加者接近条件では、両者のアイコン
タクトがある試行とない試行を 3 試行ずつ行
った。 

＜実験者接近条件(アイコンタクトあり 3 試
行・なし 3 試行)＞ 実験者が参加者に向かっ
てくる条件  

＜参加者接近条件(アイコンタクトあり 3 試
行・なし 3 試行)＞参加者が実験者に向かって
いく条件  

＜物条件(3 試行)＞参加者が対象物に向かっ
ていく条件 

 

 

 

 

図 1. 研究 1 の様子（上：実験者接近条件・
下：参加者接近条件及び物条件） 

 

 

 

研究 2: ボディイメージ 

 

 
図 2: 研究 2 の様子 

 
参加者は、調査に先立ち、肩幅を計測され

た。調査では、6m 先にある 2 つの衝立の隙
間が参加者の肩幅と同じになるように衝立



を調整することが参加者に求められた。2 人
の調査者が衝立を動かし、参加者の発声によ
る合図に応じて衝立を止めた。参加者は、閉
鎖条件の後、開放条件に参加するという順番
で、それを計 3 回行った（1 回目は練習とし、
2 回分の平均を分析対象とした）。 

＜閉鎖条件＞参加者の肩幅の 2 倍の幅の隙間
がある状態から衝立が狭まっていく条件 

＜開放条件＞2 つの衝立が接触している状態
から衝立の隙間が広がっていく条件 

 
４．研究成果 
研究 1: パーソナルスペース 

ASD 者が定型発達者よりも対人距離が狭
いこと、また、両群において相手に接近され
る場合に対人距離が広くなり、かつ、実験者
が接近する場合のみアイコンタクトの効果
が見られること（アイコンタクトがある場合
対人距離が広くなる）が分かった。また、対
象が人か物かで距離に差が見られるか検討
した結果、ASD 者が定型発達者よりも対人・
対物距離が狭いこと、その傾向は接近対象に
より変わらず、両群で物よりも人に対して好
む距離が広いことを示している。 

 ASD 者が定型発達者よりもパーソナルス
ペースが狭いという結果は、ASD を持つ人と
そうでない人で対人場面での空間イメージ
が異なっている可能性を示す。具体的には、
ASD を持つ人では、かなり近くにいる人でな
いと他者が自分と関わる空間にいるという
対象として認識されない可能性がある。群ご
とで対象が人や物であるかで差が見られな
いので、ASD 者のパーソナルスペースの狭さ
は人に対してだけに限定されないのかもし
れない。 

 本研究は、英語論文として現在投稿中であ
り、日本発達心理学会第 25 回大会にてポス
ター発表された。 

 

研究 2: ボディイメージ 

ASD・定型発達両群とも、自分の肩幅を実
際よりも大きく見積もる傾向があり、その傾
向は ASD 者で定型発達者よりも強いと言え
る。また、両群とも、衝立が狭まっていく閉
鎖条件で、衝立が広がっていく開放条件より
も肩幅を大きく見積もる傾向があった。 

両群で肩幅を実際よりも大きく見積もる
傾向にあったが、これは障害物を避けるなど
の日常の行動を考えると理に適っていると
いえる。一方で、ASD 者で定型発達者よりも、
肩幅を大きく見積もる傾向が見られた。ASD

者は定型発達者よりも、自分の身体のサイズ
を実際よりも大きく捉えている可能性が示
唆される。先行研究では、同様の手続きの研
究を摂食障害のある人を対象に行った結果、
摂食障害のある人はそうでない人に比べて、
肩幅を大きく見積もる傾向にあった(Keizer 

et al., 2013)。この研究からは、拡大した自分
のボディイメージと摂食障害との関連が示
唆される。ASD 者のボディイメージの拡大が

実際の行動とどのように関連するのか（例：
対人接触などの社会性の側面）、また、なぜ
拡大したボディイメージを持ちながらも症
状の表出が ASD 者と摂食障害者で異なるの
かを今後検討する必要がある。 

本研究は、日本発達心理学会第 26 回大会
にてポスター発表された。 
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